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課題名：ヒノキ採種園では目視による雄花の着花指数から雄花生産量が推定できる  

［要約］雄花が観察しやすいヒノキ採種園においては、育種協会法及び横山法を用いた

目視による単木ごとの雄花の着花指数から雄花生産量の推定が可能である。  
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［目的及び背景］ 

  スギ花粉については雄花の観察による飛散量予測技術が進んでいるが、ヒノキ花粉は、

スギに比べて雄花の観察が難しく有効な予測手段がない。そこで、ヒノキ雄花の観察に

より雄花生産量を推定することが可能かどうかを明らかにすることを目的に、雄花が観

察しやすいヒノキ採種園において、12 月と３月の目視による雄花の着花指数と雄花生産

量との関係を調査した。 

 

［成果内容］ 

 １ ヒノキ採種園においては、育種協会法及び横山法を用いた着花指数は、単木ごとの

雄花生産量との相関が高く、着花指数から雄花生産量の推定が可能である（図１）。  

２ 目視による雄花の着花指数と雄花生産量との相関は、育種協会法、横山法ともに 12

月よりも花粉飛散直前の３月の方がやや高い（図１）。 

３ ヒノキ採種園においては、近距離からの観察を前提とする育種協会法の方が、横山

法よりも着花指数と雄花生産量との相関がやや高い（図１）。 

 

［留意事項］ 

一般的なヒノキ林では、近距離からの観察を前提とする育種協会法は使用できない。 

 

［普及対象地域］ 

 

［行政上の措置］ 

 

［普及状況］ 
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［成果の概要］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図１ ヒノキ採種園の観察木 13 個体における 12 月と３月の育種協会法と横山法 

による着花指数と雄花生産量の関係 

注）r は相関係数、**は危険率１％以下で有意であることを示す。 
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［その他］ 

１ 育種協会法の着花指数は、１～５の５段階の指数で 4 方向から観察した平均点を使

用し、横山法の着花指数は、A：着生度 10 点～F：着生度０点の６段階で２方向から観

察した着生度の平均点を使用する。 

２ 森林環境保全総合対策事業「スギ･ヒノキ花粉発生源地域推定事業」(平成 22～24

年度) 


